
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％現状の集積率 49.7 ％ 将来の目標とする集積率 71.4

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　大矢野南部集落は基盤整備された農地であるため流動性が高く、耕作できなくなった農地が発生した場合も耕作
放棄地発生の懸念は少ないが、空いた農地に農家が入ることで花卉栽培と野菜栽培が混在しているため、集落一
体での害虫防除対応ができない。パイプラインにて農業用水を供給しているが水質が悪く、特に夏は異臭を放って
いる。また基盤整備されてから数十年経過しており、パイプラインからの漏水、水路の沈み等の農業インフラの修
繕が必要な箇所が散見される。さらに年に複数回法面の草払いを行う必要があり、農業者にとって大きな負担と
なっている。
　宮津・越ノ浦集落は基盤整備された農地ではあるが、１筆あたりの面積が小さく作業効率が悪い。農業用ため池
もあるため、農業用水の確保はできている。
　京ノ島集落は現在基盤整備中ではあるが、１筆あたりの面積も広くなり、パイプラインにて農業用水を供給できる
仕組みが整えられたことで基盤整備地区の他の集落と並び、大矢野の中心的な農業地域となった。しかし、一部
の農地において地盤が沈下する農地がある。
　荒木浜集落は基盤整備された農地であるため、耕作できなくなった農地には次の農家が入り耕作を行うため耕
作放棄地発生の懸念は少ないが、排水機場はあるものの大雨の際に農地が冠水する懸念があることで、施設園
芸が取り組みにくい。
　イノシシ、カラス、カモにおける鳥獣被害の影響を受けている。

【主な作物】水稲、WCS、花卉（カスミソウ、キク）、果樹（柑橘）、レタス、タマネギ、キュウリ、トウモロコシ

　現在の中心経営体に一定程度集約されている状況であるが、今後は中心経営体のうち、若手経営体や後継者
のいる経営体に、更に集約されていくものと見込まれる。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

　中心経営体のうち、若手農業者や後継者のいる経営体に集積・集約されていくものと見込まれる。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 116.92

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 98.50

②　田の面積 39.78

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 58.50

目標年度 令和１６年度

市町村名
(市町村コード)

上天草市

43212

地域名
（地域内農業集落名）

基盤整備地区

（大矢野南部、宮津・越ノ浦、京ノ島、荒木浜）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月27日

更新年月日
令和8年3月26日

（第1回）






















